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付託…議会の議決が必要な議案の中で、議決の前に詳しく調査・検討を加えるために所管の
常任委員会または議会運営委員会に審査を委託すること。付託された議案は、委員会で審議後、
本会議で採決されます。

意見書…町民の生活にかかわる身近な問題でも、国や県の仕事であり、町の力だけでは解決
できないことがあります。このような場合は、町議会の意思を意見書にして関係機関に提出し、
解決を求めていきます。

12月定例会（12/4 〜18…15日間）
［本会議］12/4・18…議案審議

12/5・6…一般質問
［委員会］12/7…文教厚生　12/10…総務経済

通学費の負担軽減、義務
教育の観点からも当然

田母神節子議員
　教育費にお金がかかりすぎている。
学力もお金のある人は高く、ない人は
低い傾向も生まれている。就学援助の
費用に、部活動やＰＴＡ会費等も含まれ
るように変化してきた。公的な制度の利
用等も研究し、若い保護者の負担の軽
減のために無償化することに賛成する。

通学定期代は家計に負担。できる
ことから解決を

原口　昇議員
　学校も遠距離通学の大変さを認め電
車通学を承認しているが、通学定期代
は家計に負担。できることから１つずつ
解決する必要がある。公共交通機関を
利用する遠距離通学者がいる。通学定
期代の支援も考えなければならない町
の課題であり、請願に賛成する。

こ
の
請
願
の
内
容
は

　

金
尾
及
び
一
部
末
野
地
区
か
ら

寄
居
小
学
校
へ
通
学
す
る
児
童
の

通
学
費
（
秩
父
鉄
道
波
久
礼
駅
・

寄
居
駅
間
）
を
無
償
化
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
要
旨
で
、
請
願

者
の
ほ
か
21
名
の
署
名
と
と
も
に

議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

付
託
委
員
会
の
審
査
結
果

　

付
託
さ
れ
た
文
教
厚
生
常
任
委

員
会
で
は
、「
町
全
体
を
考
え
た
と

き
、
当
該
地
域
だ
け
の
無
償
化
は

不
公
平
と
な
る
の
で
は
な
い
か
」

「
電
車
通
学
が
可
能
な
地
域
だ
け
を

無
償
化
す
る
こ
と
は
、
公
平
さ
に

欠
け
る
こ
と
に
な
る
」「
保
護
者
と

し
て
、
通
学
費
用
の
負
担
を
軽
減

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
は

理
解
で
き
る
が
、
基
本
的
に
他
地

区
の
児
童
は
徒
歩
通
学
の
手
段
し

か
選
択
で
き
な
い
」
等
の
議
論
が

あ
り
、
委
員
会
で
は
不
採
択
す
べ

き
も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
の
審
議
で
は

　

本
会
議
で
は
、
委
員
会
の
審
査

結
果
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
採

決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
条
例
の
内
容
は

　

鉢
形
城
歴
史
館
・
寄
居
町

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
入

館
料
に
つ
い
て
、
団
体
割
引

制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
条

例
改
正
で
す
。
20
人
以
上
の

団
体
で
は
、
一
般
は
1
人
当

た
り
１
０
０
円
に
、
大
学
生
、

高
校
生
等
は
1
人
当
た
り
50

円
と
そ
れ
ぞ
れ
入
館
料
が
半

額
に
な
り
ま
す
。
団
体
で
来
ら

れ
る
方
に
料
金
面
の
メ
リ
ッ

ト
を
設
け
る
こ
と
で
、
よ
り

多
く
の
団
体
来
館
者
を
呼
び

込
み
た
い
と
い
う
の
が
改
正

の
趣
旨
で
す
。
施
行
さ
れ
る

の
は
４
月
１
日
か
ら
に
な
り

ま
す
。こ

れ
ま
で
の
来
館
団
体

数
、
人
数
の
状
況
は
。

20
人
以
上
の
団
体
は
、

21
年
度
が
24
団
体
で

８
２
２
人
、
22
年
度
が
10
団

体
２
８
９
人
、
23
年
度
が
32

団
体
１
０
１
１
人
と
い
う
状

況
で
す
。

団
体
割
引
制
度
の
導
入

に
よ
る
減
収
は
？

過
去
５
年
間
の
入
館
料

は
、
年
間
１
６
０
万
円

前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
団
体

割
引
制
度
の
導
入
に
よ
る
減
収

は
余
り
な
い
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。

国
・
県
へ

意
見
書
を
提
出

鉢
形
城
歴
史
館
・
寄
居
町
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

団
体
割
引
制
度
を
導
入
し
、
入
館
料
を

半
額
に

　
　
　
　

 

…
原
案
ど
お
り
可
決

12
月
定
例
会
で
は
、
請
願
２
件
の
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
条
例
の
一
部
改
正
の
６
議

案
も
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
も
の
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
請
願
の
内
容
は

　

鉢
形
地
区
か
ら
折
原
地
区
に
つ

な
が
る
県
道
の
深
沢
川
に
架
か
る

和
泉
橋
付
近
は
、
Ｓ
字
状
で
急
勾

配
な
坂
道
で
、
道
幅
も
急
に
狭
く

な
っ
て
お
り
、
転
倒
や
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
と
接
触
す
る
な
ど
の
事
故

が
起
き
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
や

通
学
す
る
生
徒
、
自
動
車
で
通
行

す
る
人
も
危
険
を
感
じ
て
い
ま
す

が
、
改
善
が
進
み
ま
せ
ん
。

　

和
泉
橋
付
近
の
道
路
の
改
善
を

強
く
要
望
す
る
要
旨
で
、
請
願
者

の
ほ
か
２
４
２
４
人
の
署
名
と
と

も
に
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

付
託
委
員
会
の
審
査
結
果

　

付
託
さ
れ
た
総
務
経
済
常
任
委

員
会
で
は
、
現
地
調
査
も
行
い
、

「
和
泉
橋
付
近
の
通
行
量
」、「
和

泉
橋
を
利
用
す
る
児
童
生
徒
数
」、

「
過
去
の
事
故
報
告
件
数
」
な
ど

の
質
疑
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
平
成
20
年
度
に
陳
情

も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
史
跡
の
中

と
は
い
え
安
全
性
を
重
視
し
、
新

し
い
道
路
を
つ
く
る
べ
き
」、「
具

体
性
が
な
け
れ
ば
前
進
し
な
い
」

等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
委
員
会
で
は
採

択
す
べ
き
も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

本
会
議
の
審
議
で
は

　

本
会
議
で
は
、
委
員
会
の
審
査

結
果
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
で
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
「
採
択
だ
け
で

は
実
現
さ
れ
な
い
。
史
跡
鉢
形
城

跡
の
中
に
あ
る
県
道
改
良
の
た

次
の
ペ
ー
ジ
は
「 

一
般
会
計
、
７
３
０
０
万
円
余
を
増
額
補
正 

」

請
願
を
採
択

和
泉
橋
付
近
の
交
通
安
全

対
策
を
国
・
県
に
要
望

め
、
国
（
文
化
庁
）・
県
へ
意
見

書 

を
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
」

と
の
意
見
が
あ
り
、
議
員
提
案
に

よ
り
本
会
議
に
意
見
書
提
出
の
議

案
を
提
出
。
本
会
議
で
は
、
全
員

賛
成
で
議
決
さ
れ
、
意
見
書
が
提

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

請
願
…
児
童
の
通
学
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

電
車
通
学
が
可
能
な
地
域
だ
け
の
無
償
化
は
不
公
平
！

…
賛
成
少
数
で
不
採
択

Ｓ字状で急勾配な坂道となっている和泉橋付近の県道

請
願
…
和
泉
橋
付
近
の
通
行
の
安
全
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

施
設
内
で
あ
る
が
、
安
全
性
を
重
視
し
、
新
し
い
道
路
を

…
全
員
賛
成
で
採
択




